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は
誇
尾
す
す
す

わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史に11
ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての高
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めます
水と緑と±のにおいがいっぱいの住みよいあびこにしまで
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにしまマ
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにしまT
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします
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今
日
か
ら
７
日
（
金
）
ま
で
、

〃
便
利
さ
に
憧
れ
て
忘
れ
る

火
の
こ
わ
き
〃
を
統
一
標
語
に

全
国
一
斉
に
「
春
季
火
災
予
防

運
動
」
が
展
開
き
れ
ま
す
。

昨
年
１
年
間
で
市
内
で
発

生
し
た
火
災
は
網
件
。
掴
害
額

は
３
５
７
９
万
４
０
０
０
円
に

の
ぼ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
一
昨
年
と
比
べ
て
み

る
と
、
火
災
件
数
で
７
件
、
掴

害
額
で
は
約
７
８
３
万
円
の
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

3月Ⅲ曰く日>は千葉県
知事選挙の投票日です

0

火
の
こ
わ
さ
“

，

便
利
さ
に
慣
叔
て
忘
叙
る

９

出
火
別
原
因
で
は
、
１
位
が
た

き
火
、
２
位
コ
ン
ロ
、
３
位
た
ば

こ
の
順
で
、
い
ず
れ
の
火
災
原
因

も
家
庭
内
防
火
の
観
点
か
ら
、
ち

ょ
っ
と
し
た
注
意
で
防
げ
る
も
の

ば
か
り
で
す
。

春
先
の
時
期
は
、
特
に
空
気
が

乾
燥
し
、
風
の
強
い
日
も
多
く
、

思
わ
ぬ
火
災
が
発
生
す
る
こ
と
も

予
想
ざ
れ
ま
す
。

火
災
は
〃
忘
れ
た
こ
ろ
〃
に
や

っ
て
き
ま
す
。
尊
い
人
命
や
大
切

な
財
産
を
守
る
た
め
、
皆
ざ
ん
の

ー
一

任
期
満
了
に
伴
う
干
葉
県
知
事
選
挙
は
、
２
月
刀
日
（
木
）
に
告
示
さ
れ
、
３
月
相
日
（
日
）
が
投

票
日
と
な
り
ま
す
。
別
世
紀
に
向
け
発
展
を
続
け
る
千
葉
県
の
県
政
を
担
い
、
そ
の
執
行
に
あ
た

る
知
事
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
会
年
、
新
た
に
新
成
人
と
な
っ
た
若
琶
を
は
じ
め
、
皆
さ
ん

の
貴
重
な
一
票
で
県
政
を
託
す
人
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
投
票
時
間
は
午
前
７
時
か
ら
午

後
６
時
ま
で
で
す
。
投
票
日
当
日
は
、
余
裕
を
も
っ
て
投
票
所
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

冨
露
一
惠
雷
信
曼
鐺
肌

鯉
剛

加

■

家
庭
で
も
次
の
こ
と
に
注
意
し
、

防
火
に
つ
い
て
、
話
し
合
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

〈
火
の
用
心
。
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〉

①
台
所
の
ガ
ス
・
コ
ン
ロ
か
ら
火

災
を
出
ざ
な
い
た
め
、
特
に
電
話

や
来
客
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
、
そ

の
場
を
離
れ
る
と
き
は
必
ず
火
を

消
し
ま
し
ょ
う
。

②
愛
煙
家
の
方
は
、
特
に
渡
タ
バ

コ
に
は
気
を
つ
け
、
灰
皿
は
大
き

め
の
物
を
使
い
、
常
に
水
を
入
れ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

二
口

《棄権せず必ず投票しましょ う》

③
風
の
強
い
日
は
絶
対
に
た
き

火
を
し
な
い
。

④
子
ど
も
の
目
の
届
く
と
こ
ろ

に
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
を
詮
か

な
い
。

⑤
風
呂
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

⑥
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
た
く
物

呈

を
千
ざ
な
い
。
給
油
は
火
を
完

全
に
消
し
て
か
ら
行
う
。

⑦
万
一
に
備
え
、
消
火
器
等
を

備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う

▼
問
い
合
わ
せ
消
防
本
部
子

防
諜
垂
（
艶
）
０
１
１
９

弓華＝華＝率潭や可

次
の
要
件
を
術
え
、
「
我
孫
子

市
選
挙
人
名
簿
」
に
登
城
さ
れ
て

い
る
方
で
す
。

⑪
昭
和
髭
年
３
月
”
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方

②
平
成
８
年
ｎ
月
配
日
ま
で
に
我

孫
子
市
に
転
入
届
を
し
た
方
で
引

き
続
き
居
住
し
て
い
る
方

⑧
公
轍
選
挙
法
に
規
定
す
る
選
挙

権
と
被
選
挙
権
の
停
止
を
受
け
て

い
な
い
方

投
票
で
き
る
人

丘

■

投
票
所
で
の
投
票
事
務
を
ス
ム

ー
ズ
に
行
う
た
め
、
投
票
所
整
理

券
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

投
票
所
整
理
券
は
、
投
票
日
ま

で
に
余
裕
を
も
っ
て
各
家
庭
に
届

く
よ
う
発
送
し
ま
す
が
、
万
一
、

紛
失
し
た
り
転
居
等
で
お
手
元
に

届
か
な
か
っ
た
場
合
は
、
選
挙
人

名
簿
に
登
城
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票

で
き
ま
す
の
で
、
当
日
投
票
所
の

受
付
係
に
そ
の
旨
を
申
し
出
て
く

◎
転
入
し
た
方

平
成
８
年
ｎ
月
諏
日
以
降
に
、

我
孫
子
市
に
県
内
か
ら
転
入
し
た

方
は
、
前
住
所
地
の
市
町
村
の
選

挙
人
名
簿
に
登
救
（
表
示
中
と
い

い
、
転
出
し
た
が
抹
消
す
べ
き
期

日
が
来
な
い
者
）
さ
れ
て
い
れ
ば
、

我
孫
子
市
長
の
発
行
す
る
住
所
証

明
書
（
無
料
で
市
民
課
窓
口
で
発

行
し
ま
す
）
を
持
参
す
る
こ
と
に

よ
り
、
前
住
所
地
で
投
票
が
で
き

ま
す
。
（
た
だ
し
、
県
内
の
住
所

移
転
も
１
回
限
り
で
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
じ
。

◎
転
出
し
た
方

我
孫
子
市
か
ら
県
内
の
他
市
町

村
へ
平
成
８
年
ｎ
月
妬
日
以
降
に

転
出
し
、
転
出
先
の
選
挙
人
名
簿

に
登
城
さ
れ
て
い
な
い
方
は
ゞ
そ

の
住
所
地
の
市
町
村
長
が
発
行
す

る
住
所
証
明
書
を
受
け
雲
我
孫
子

市
で
投
票
で
き
ま
す
。

投
票
日
当
日
、
自
分
の
投
票
区

の
区
域
外
で
仕
率
に
従
事
す
る
方

病
人
の
看
謹
、
や
む
を
得
な
い
用

事
等
で
、
市
外
に
旅
行
予
定
の
方

病
気
や
出
産
な
ど
で
病
院
に
入
院

▼不在者投票所 し
ま
し
ょ
う
。

紙
の
所
定
側
に
ハ
ッ
キ
リ
と
記
入

投
票
用
紙
に
は
、
候
袖
者
の
個

人
名
を
記
入
し
て
く
だ
き
い
・

あ
な
た
の
大
切
な
一
票
が
、
ち

ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
無
効
投
票

と
な
る
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
よ
く
確
か
め
て
投
票
用

て
本
人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

本
人
以
外
は
、
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
他
人
が
使
用
す
る
と
鋤
せ
ら

れ
ま
す
。

て
い
ま
す
の
で
、
各
自
切
り
離
し

だ
き
い
。

な
お
、

の
ハ
ガ
キ
に
４
名
分
が
連
記
さ
れ

投
票
所
盤
理
券
は
１
枚

票

I
1

す
る
方
に
限
り
、
投
票
用
紙
の
諭

求
兼
童
醤
醤
（
不
在
者
投
票
所
で

自
燕
記
入
を
要
す
）
を
提
出
し
、

不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ーターター

３
月
猫
日
（
日
）
、
開
票
会
場

と
な
る
市
民
体
育
館
は
、
終
日

全
面
休
館
（
野
球
場
、
テ
ニ
ス

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

市
民
体
育
館
は
終
日

全
面
休
館
し
ま
す

I
一
一

一

の
燕
曝
瀦
灘
潅
姉
計
一

ｇ

税
、
Ｉ
／
”
園
亘
毫
す
。
》

偶
“
獺
嶬
達

民
肺
Ｈ
側
を
し
ま
す
と
、
後
日
、
不
足
の
一

県
一

門
＃
０
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
一

●
利
Ｉ
上

加
算
税
や
延
滞
税
も
納
め
な
け
一

市
月
れ
誉
毫
ん
．
一

旬
く
Ｕ
申
告
会
場
は
た
い
へ
ん
混
雑
一

、
、
坐
Ｉ
⑮
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
早
一

告
脚
”
に
譽
鳥
薑
Ｌ
よ
う
。
》

▼
問
い
合
わ
せ
＊
所
得
税
…

坐
閨
串
‘
柏
税
務
署
垂
（
妬
）
２
３
２
１

削
蕊
霊
蕪

職
申
患
…
…
１
℃

1

せ
母

な
お
、
不
在
者
投
票
所
に
は
、

立
候
補
者
名
が
表
示
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
不
在
者
投
票
期
間
３
月
巧
日

（
土
）
ま
で

▼
時
間
午
前
８
時
釦
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で
（
土
・
日
雌
日
と
も

時
間
は
同
じ
で
す
）

▼
場
所
市
民
会
館
南
側
、
選
挙

管
理
委
員
会
プ
レ
ハ
ブ
事
務
室

（
上
図
参
照
）

▼
持
参
す
る
も
の
認
印
と
投
票

所
整
理
券

▼
問
い
合
わ
せ
選
挙
管
理
委
興

会
蠣
務
局
雪
顕
）
１
１
１
１
内
線

３
４
６

コ
ー
ト
含
む
）
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会

体
育
課
賓
鋸
）
１
１
５
１

’

＝

’
一

3月16日（日）は千葉県知事選挙の投票日です １
１

問い合わせ

選挙管理委員会

事務局窓(85）

1111内線346
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お年寄りがお医老

さんにかかるとき

老
人
医
療

の
話市民文化講座

’期間平成9年4月から平成10年（水・必着）までに我孫子1684教
3月まで委員会社会教育課へ
し対象市内在住で、継続して受講し抽選応募者多数の場合は抽選(’

できる方（お子様連れはご遠慮〈だ果については3月下旬に通知します
さい）※定員が4割に満たない場合には

ふり力『な

い申し込み往復ハガキに住所､氏名、開講できなくなることがあります’
年齢、電話番号、講座名、受講場所、で、あらかじめご了承ください。

受講日、講師名を明記し、3月12日少問い合わせ各講師へ

▼市民文化講座一覧(午前の部:午前10時から正午､午後の部:午後1時から

84教育 マーーク
『
。

lh選(結

一ます）

には、

ますの

い◎

＃

’

’ ’
|‘

’

’I’ 参
照
）
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
入
院
時
に
お
け
る
食

率
擁
護
澱
の
自
己
負
担
金
に
つ
い

て
は
、
表
３
の
と
お
り
で
す
。

◎
医
療
費
の
支
給

次
の
よ
う
な
場
合
、
定
め
ら
れ

た
基
準
額
で
払
い
戻
し
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

’ ’
①
医
師
が
、
治
療
上
必
要
で
あ
る

と
認
め
た
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
袖

装
具
代

②
急
病
で
や
む
を
え
ず
医
療
受
給

者
証
を
持
た
ず
に
治
嫉
を
受
け
た

と
き
の
治
療
萱

③
基
準
看
謹
を
実
施
し
て
い
な
い

医
療
機
関
に
入
院
し
た
場
合
の
付

き
添
い
看
謹
料

④
あ
ん
ま
等
施
術
代
な
ど

◎
交
通
事
故
と
老
人
医
療

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か
ら
傷

▼表2

「
０
和

｜
’

」

’

害
を
受
け
た
場
合
で
も
、
老
人
保

健
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。警
察
に
届
け
る
と
同
時
に
、
市

の
高
齢
者
福
祉
課
の
窓
口
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
場
合
、
市
が
医
療
機
関
に

対
し
て
、
医
療
饗
を
一
時
立
て
替

え
て
支
払
い
ま
す
が
、
後
日
、
加
害

者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

’

|’ 我
孫
子
市
の
老

人
保
健
医
療
費

高
齢
化
や
医
探
技
術
の
進
歩
な

ど
に
よ
り
、
医
嫉
識
は
年
々
増
え

続
け
て
い
ま
す
。

平
成
７
年
度
、
市
の
老
人
保
健

医
療
の
平
均
受
給
者
は
８
１
１
４

人
で
、
医
療
費
総
額
（
下
表
参
照
）

は
釦
億
２
０
３
万
３
０
０
０
円

（
前
年
陛
比
哩
錨
％
噸
）
。
１
人

当
た
り
の
医
療
費
は
田
方
６
０
０

０
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
７
．

皿
％
増
加
し
て
い
ま
す
。
老
人
医

探
没
の
財
源
は
、
各
種
医
療
保
険

の
加
入
者
が
納
め
て
い
る
保
険
料

と
国
、
県
、
市
が
負
担
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
方
の
協
力
で
ま
か
な

わ
れ
て
い
る
医
療
識
を
、
無
駄
な

く
有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

高
齢
期
を
健
や
か

に
過
ご
す
た
め
に

お
年
寄
り
は
、
病
気
に
か
か
り

’ ’’ ’
’

や
す
く
、
い
く
つ
か
の
病
気
を
合

わ
せ
持
っ
て
い
る
、
成
人
病
な
ど

の
慢
性
の
病
気
も
多
く
、
治
り
に

く
い
、
い
っ
た
ん
入
院
す
る
と

〃
長
期
化
″
す
る
、
な
ど
の
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
お
医
者
さ
ん
に
じ

ょ
う
ず
に
か
か
る
た
め
に
、
次
の

こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

①
要
領
よ
く
症
状
の
説
明
を
す
る

②
日
頃
か
ら
気
軽
に
相
談
で
き
る

家
庭
医
を
も
つ
③
同
じ
病
気
で

複
数
の
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
の

は
や
め
る
④
健
康
診
査
は
極
極

的
に
受
け
る
⑤
過
去
の
健
康
診

枩
結
果
が
あ
れ
ば
見
せ
る
⑥
現

在
、
薬
を
飲
ん
で
い
る
人
は
、
そ

の
薬
を
持
参
す
る
⑦
お
医
者
さ

ん
の
注
意
を
よ
く
聞
き
、
指
示
に

従
う市
で
は
如
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
、
健
康
手
帳
の
交
付
、
健
康
教

育
、
健
康
相
談
を
は
じ
め
、
健
康

’
11

’
’

0『

’

’
健
康

、

’ ’

’

■■■■一

講座名

番道

湖北普道

茶道（表）

茶道（裏）

湖北茶道
（表）

湖北茶道
（喪）

油絵

油絵

水墨画

日本画

湖北油絵

湖北油絵

湖北日本画

我孫子生花

布佐生花

湖北生花

短歌

識（宝）

謡（観）

湖北七宝焼

湖北手編

湖北フラン
ス刺しゅう

湖北アート
フラワー

七宝焼

手綱

フランス

刺しゅう

パンフラワー

連盟

我孫子市

書道連盟

我孫子市

茶道巡盟

我孫子市

美術家協会

我孫子

華道連盟

我孫子市
短歌会

我孫子市

謡曲連合会

我孫子市

手工芸連蝋

受講日

毎週水曜日の

午前

毎週土暇日の
午前

毎月第1・第3

火IlmBの午前

毎月第2・第4

火11肘日の午前

毎月第1・第3

木11,日の午前

毎月第2・第4

木暇日の午前

毎月第1・第3

水曜日の午前

毎月第2・第4
水暇日の午前

毎月第1・第3

木11#旧の午前

毎月第2・第4

金1m日の午前

毎月第1・第3

火珊日の午前

毎月第2・第4

火曜日の午前

毎月第1・第3

火照[Iの午後

毎月第1・第3

水暇日の午後

毎月第1・第3

火暇日の午後6

時から9時

毎月第1・第3

木曜日の午後

毎月第1・第3
金剛Hの午後

毎月第2・第4

日服日の午前

毎月第2・第4
日附日の午前

毎月第1・第3

水11M日の午前

毎月第1・第3

火蝿日の午前

毎月第2・第4
木脇日の午前

毎月館2．第4

金1M日の午前

毎月第1・第3
木剛日の午前

毎月第1・第3

土曜日の午前

毎月第1・第3

火蝿日の午後

毎月第2・第4

火眼日の午前

内容

漢字、仮名の

初歩から

漢字、仮名の

初歩から

茶道の初歩か
ら（表千家）

茶道の初歩か

ら（裏千家）

茶道の初歩か

ら（表千家）

茶道の初歩か

ら（裏千家）

鉛筆デッサン、

油絵の初歩か
ら

鉛筆デッサン、
油絵の初歩か
ら

水墨画の初歩

(花鳥）から
山水まで

日本画の初歩

から

鉛鉦デッサン、

油絵の初歩か
〃･

わ

鉛筆デッサン、

油絵の初歩か

ら

日本画の初歩
から

華道の初歩か

ら（草月流）

華道の初歩か

ら（小原流）

華道の初歩か

ら（池坊）

短歌の初歩か
$

jっ

謡の初歩から

(宝生流）

謡の初歩から

(観世流）

七宝

から

手綴の初歩か

ら

フランス刺し

ゅうの初歩か
ら

アートフラヮ

ーの初歩から

家庭で使える七

宝焼と銀粘土
で作る七宝焼

手綱の初歩か
ら

フランス刺し

ゅうの初歩か

ら

パンフラワー

制作、油彩ア
レンジまで

定員

20名

20名

15名

15名

15名

15名

20名

20名

25名

15名

20名

20名

15名

15名

15名

15名

30名

15名

15名

15名

15名

15名

15名

15名

15名

15名

15名

受講料

(月額）

4,000円

(ﾃｷｽﾄ|捌）

4,000円

(ﾃｷｽﾄ代別｝

2,500円

2,500円

2.500円

2,500円

2,500円

2,500円

2,500円
(ﾃｷｽ樅別）

2,500円

2,500円

2,500円

2,500円

2,000円
(花代別）

2,000円

(花代別）

2,000円

(花代別）

2,000111

2,000円

2,000円

2,000円
(材紺捌）

2,000円
(材料代別）

2,000円

(材料代別）

2,000円

(材料代別）

2,000円

(榊俄%11）

2,000円

(材料代別）

2,000円

(材紺捌）

2,000円

(材料代別）

講師名
(電話）

井出芳雄

冠(82)5622

むかい

向敏子
冠(82)3945

小野一子

冠(82)6161

めりご

福西明理子

壷(82)7429

職山信子

壷(85)1553

中根節子

窓(89)2465

釘也かぺ

越阪部洋一

冠(82)8525

すえみつ

田崎未満

a(82)0826

盛さLろう

小泉雅司郎
冠(84)9983

近藤恵美

s(82)1778

毛利弘子

画(88)0548

大塚敏雄

念(88)2400

中尾葉子
a(88)9850

野村礼子

壷(83)2702

斉篠てる子

念(83)1645

梅老原千枝子

冠(84)3767

大島康一

盃(84)5950

0上ぞう

早崎鑓造

窓(84)4187

晶包ら

市川蹴

冠(82)4336

むつ色

川添睦子
窓(88)9391

みちこ

鈴木辿子

窓(84)1605

井上雪子
壷(83)0409

中村多響子
盃(88)2605

〃がのとらこ

荻野紀子
盃(88)0968

山田澄子

念(82)5041

〃＄0こ

宮崎雌子
念(84)5446

のりご

阿部乃里子
公(82)8556

場所

中央
公民館

湖北地区

公民館

中央

公民館

湖北地区

公民館

中央

公民館

湖北地区

公民館

中央

公民館

布佐ステ

ーション

ホール

湖北地区

公民館

中央

公民館

湖北地区

公民館

中央

公民館

こんなときに

は届出を

70歳になった

と き

転入したとき

転出するとき

死亡したとき

住所が変わったとき

医療保険が変わった
とき・喪失したとき

65歳以上で寝たきり
などになったとき

必要なもの

印鑑、被保険者証

印鑑、被保険者証

印鑑、健康手帳、医
療受給者証

印鑑、被保険者証、
健康手I限、医療受給
者証

印鑑､被保険者証､

身体障害者手帳・国
民年金証書・診断書
のいずれかの書類

いつまでに

すみやかに（70歳に
到達する月の初めに
受給費格取得届書を
郵送します｡）

14日以内に

転出するとき

14日以内に

すみやかに

なるべく早く認定の
手続きを

入院
(18につき）

外来
(1月につき）

※一部負担金は、消費者物価の変動率に応じて
変わることがあります。

710円

1,020円

ただし、市民税が非課税世
帯で、老齢福祉年金を受給
している人は2か月を限度

として1日300円負担

ただし、診療費が、1020円
を下回った時は実際にかか
った額

一般加入者

市民税非課

税の世帯

市民税が非課税世帯で老齢福祉年金を

受給している人

入院が90日までの人

入院が90日を超える人

(過去12か月の入院日数）

1日

1日

1日

1日

760円

650円

500円

300円

医
療
費
を
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
一

項目

平均受給者数

医撫卿総額

1人当たI）

医療間
(市）

l人当たり

医推測
(卿

平成5年度

7,210人

3,982,752千FI

552,000P）

512.000円

6年度

7,569人

|,355.094千円

575,000円

543.000|リ

7年皮

8,114人

5,002,033千Pl

616,00()111

573,000F］
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こ
れ
か
ら
父
親
、
母
親
に
な
る

方
、
ご
家
族
の
方
も
ぜ
ひ
参
加
を

▼
日
時
３
月
型
日
（
金
）
午
後
０

時
妬
分
受
付
、
１
時
か
ら
３
時
鋤

分▼
内
容
＊
ビ
デ
オ
「
赤
ち
ゃ
ん
、

こ
の
す
ば
ら
し
き
生
命
」
＊
産

科
医
の
話
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

呂
の
入
れ
方
（
実
習
）

▼
日
時
３
月
７
日
・
皿
日
の
い

ず
れ
も
金
曜
日
午
前
９
時
鋤
分
か

ら
ｎ
時
釦
分
（
開
始
、
分
前
に
は

受
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
ど

▼
内
容
妊
婦
体
操
、
妊
娠
中
の

歯
科
衛
生
、
妊
娠
中
の
栄
装
な
ど

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

し
あ
わ
せ
学
級

母
親
学
級

洲

S胃|の日曜‘休日当番医 健康ガイド
G診療時間午前9時から午後5時

し持参するもの健康保隣証と診療費

蕊
1，

‘’
電話

1

病・医院名日

Iz和台病院 89-1111

▼
日
程
３
月
４
日
、
ｎ
日
、
娼

日
、
溺
日
の
い
ず
れ
も
火
咄
日

▼
受
付
時
間
＊
午
前
９
時
帽
分

か
ら
９
時
幅
分
…
平
成
８
年
ｎ
月

生
ま
れ
（
通
知
し
ま
す
）
＊
午

前
９
時
幅
分
か
ら
扣
時
犯
分
・
・
・
０

か
ら
６
歳
児
で
相
談
の
あ
る
方

▼
内
容
身
体
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん

体
操
、
栄
韮
・
歯
科
な
ど
の
相
談

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

※
乳
児
健
診
は
、
母
子
健
康
手
帳

の
無
料
券
を
利
用
し
、
医
療
機
関

で
受
け
ま
し
ょ
う
。

用
具
は
毎
回
、
バ
ス
タ
オ
ル
（
７

日
）
、
歯
ブ
ラ
シ
（
皿
且

2日

育
児
相
談

基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ

遠藤クリニック 84-()232
ｰ

アビコ外科整形外科病院 84-7321

9日

新 田医院 86-3387
『

我孫子東邦病院 82-8166

で16日

横田小児科医院 84-4133

我孫子聖仁会病院 88-311120日

’
け
さ
せ
る
た
め
に
父
親
、
母
親
の

役
割
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
３
月
６
日
（
木
）
、
過
日

（
木
）
い
ず
れ
も
午
前
９
時
巧
分
か

ら
、
時
釦
分
受
付

▼
対
象
平
成
７
年
８
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
問
診

票
、
歯
ブ
ラ
シ
（
親
と
子
の
２
本
）

一
初
抓
伽
帥
副
印
關
剛
函

▼
対
象
平
成
８
年
ｎ
月
生
ま
れ
、

お
よ
び
生
後
娼
月
未
満
で
一
度
も

Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
受
け
て
い
な
い
方

▼
日
時
＊
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

．
：
３
月
４
日
（
火
）
＊
判
定
。
Ｂ

Ｃ
Ｇ
：
．
３
月
６
日
（
木
）
、
い
ず
れ

も
午
後
１
時
巧
分
か
ら
２
時
巧
分

受
付
▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

我孫子つくし野病院 84-221123日

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

お
よ
び
判
定
Ｂ

子
宮
が
ん
検
診
の
受
診
を

平
成
９
年
度
の
子
宮
が
ん
検

診
は
、
今
日
か
ら
予
約
を
受
け

付
け
ま
す
。
こ
の
機
会
に
検
診

を
受
け
、
が
ん
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
同
時
に
成
人
病
健
診

（
如
歳
以
上
の
男
女
・
予
約
不

要
）
も
実
施
し
ま
す
。

今
日
か
ら
予
約
を
受
け
付
け
ま
す

我孫子聖仁会病院 88-3111

30日

’柴 田眼科 83-3030

テレホン
サービス a(87)1141

ユ
予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）

※
発
熱
な
ど
心
配
な
と
き
は
、
主

治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
鵡
嘔
鐺
曜
争

生
後
３
月
か
ら
卯
月
未
満
の
乳

幼
児
は
、
ポ
リ
オ
投
与
を
２
回
受

け
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
３
月
お
日
（
火
）
午
後
１

時
通
分
か
ら
２
時
巧
分
受
付

▼
対
象
＊
１
回
目
・
・
・
平
成
８
年

９
月
以
前
生
ま
れ
＊
２
回
目
…

同
哩
月
Ⅳ
日
以
前
に
１
回
目
を
投

与
し
た
方
（
１
回
目
と
２
回
目
の

間
隔
は
６
週
間
以
上
あ
け
る
こ
と
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）

※
発
熱
な
ど
心
配
な
と
き
は
、
主

治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

麻
し
ん
「
三
種
混
合
参
フ
テ

リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
）
、
風

し
ん
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
住

医
療
機
関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
実
施
医
療
機
関
お
よ
び

予
防
接
種
の
詳
細
は
、
予
防
接
種

ノ
ー
ト
（
出
生
お
よ
び
対
象
と
な

る
転
入
者
に
は
各
翌
月
に
郵
送
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）
、

▼
対
象
釦
歳
以
上
で
市
内
在

住
の
女
性

▼
検
診
日
４
月
詔
日
か
ら
７

月
詔
日
ま
で
の
毎
週
水
蝿
日

▼
費
用
無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
壷
（
師
）

１
１
３
１
へ

、

マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン

リ
オ
）
投
与

印
鑑
▼
費
用
対
象
年
齢
内
は
無
料

▼
日
時
３
月
４
日
、
ｎ
日
、
過

日
い
ず
れ
も
火
唯
日
、
午
後
１
時

釦
分
か
ら
３
時
（
受
付
は
午
後
１

時
か
ら
）

▼
内
容
肩
こ
り
腰
痛
予
防
の
体

操
、
栄
養
の
話
、
個
別
相
談
ほ
か

▼
持
参
健
康
手
帳
、
体
操
の
で

新
婚
家
庭
の
主
婦
や
妊
婦
を
対

象
に
、
献
立
づ
く
り
の
ア
ド
バ
イ

ス
、
調
理
実
習
を
し
ま
す
。

▼
日
時
３
月
”
日
（
木
）
午
前
９

時
受
付
、
９
時
鋤
分
か
ら
正
午

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
主

食
（
お
に
ぎ
り
等
）

▼
参
加
黄
３
０
０
円
〈
材
料
代
）

▼
申
し
込
み
電
話
で
３
月
型
日

（
金
）
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

接種’
２
歳
８
か
月
児
を
対
象
に
歯
科

健
診
、
歯
み
が
き
指
導
、
希
望
者

に
は
フ
ッ
化
物
塗
布
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
３
月
”
日
（
木
）
午
前
９

時
巧
分
か
ら
、
時
訓
分
受
付

▼
対
象
平
成
６
年
７
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
通
知

ハ
ガ
キ
、
親
と
子
の
歯
ブ
ラ
シ
、

コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル

個 別
肩
こ
り
・
腰
痛
教
室

す
こ
や
か
栄
養
教
室

ム
シ
歯
予
防
教
室

風 三
種
混
合

編
噸
》
一

麻
疹
（
は
し
か
）

日
本
脳
炎

６

予
防
接
種
名

し

１
１

の

ダ

ダl夕

生
後
哩
月
か
ら
卯
月
未
満
。
１
回
接
種

１

１

生
後
３
月
か
ら
卯
月
未
満
・
１
期
初
回
（
３
回
）

及
び
１
期
追
加
（
１
回
）
接
秘

※
百
日
せ
き
に
か
か
っ
た
人
は
、
二
砿
混
合
を

接
種

生
後
ｎ
月
か
ら
卯
月
未
満
・
麻
疹
接
秘
後
に
１

回
接
甑

生
後
６
月
か
ら
卯
月
未
満
１
期
初
回
（
２
回
）

及
び
１
期
追
加
（
１
回
）
接
慰

対
象
年
齢

市
で
は
、
我
孫
子
市
赤
十
字
奉

仕
団
と
共
同
で
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
い
ま
す
。
献
血
し
て
い
た

保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
士
が
、
食

事
記
録
の
カ
ロ
リ
ー
チ
ェ
ッ
ク
や

献
立
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

高
血
圧
な
ど
で
食
事
療
法
が
必

要
な
方
も
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
き
い
。

▼
申
し
込
み
電
話
で
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
（
予
約
制
）

き
る
服
装

▼
申
し
込
み
電
話
ま
た
は
直
接

保
健
セ
ン
タ
ー
へ

栄
養
相
談

接
種
回
数

だ
い
た
黄
重
な
血
液
は
、
ケ
ガ
や

病
気
で
苦
し
ん
で
い
る
患
者
さ
ん

に
輸
血
さ
れ
、
生
命
を
守
る
た
め

の
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
祇
極
的
な
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
３
月
８
日
（
主
、
①
午

前
、
時
か
ら
ｎ
時
妬
分
②
午
後
１

時
か
ら
３
時
〈
雨
天
決
行
）

▼
場
所
我
孫
子
駅
南
口
駅
前
広

場▼
問
い
合
わ
せ
厚
生
課
社
会
係

『公的介護保険

ご
協
力
を

▼
日
時
３
月
四
日
（
水
）

午
前
、
時
か
ら
正
午

▼
場
所
中
央
公
民
館

▼
テ
ー
マ
み
ん
な
で
考

え
る
「
公
的
介
謹
保
険
」

に
つ
い
て

▼
講
師
池
田
省
三

▼
参
加
壷
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
中
央
公

民
館
霊
（
理
０
５
１
５

’一

一
柏
保
健
所
か
ら
需
澱
龍

－
３
歳
児
健
庸
需
璽
園
一
理
騨
歳
譲
鍜
鰔
員
と
保

▼
日
時
３
月
ｎ
日
（
火
）
午
後
０
健
婦
に
よ
る
相
談
・
指
導

時
妬
分
か
ら
１
時
妬
分
受
付
▼
申
し
込
み
電
話
で
柏
保
健
所

▼
場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
指
導
課
へ
（
予
約
制
）

《
蕊
者
鰯
雛
搦
轄
れ
一
心
の
健
傭
鵬
闘
幽

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
尿
、
▼
日
時
３
月
７
日
、
狸
日
、
幻

３
歳
児
健
康
診
査
票
日
、
詔
日
い
ず
れ
も
金
曜
日
、
受

一
療
育
相
談
一
耐
雛
後
撫
峨
撫
神
経
症

▼
日
時
３
月
諏
日
（
木
）
午
後
１
な
ど
心
の
病
で
悩
ん
で
い
る
方

時
か
ら
２
時
▼
内
容
糟
神
保
健
相
談
貝
が
相

▼
対
象
整
形
外
科
的
な
心
配
の
談
に
応
じ
ま
す
（
蛎
託
医
に
よ
る

あ
る
狙
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
児
童
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
）

濯
繊
籠
謹
鯵
一
元
．
…

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
▼
日
時
３
月
ｎ
日
（
火
）
、
聖
日

団
關
間
際
陰
相
遡
駆
諺
鴎
認
鰔
題
を
抱

▼
日
時
３
月
３
日
（
月
）
午
前
、
え
た
本
人
、
ま
た
は
そ
の
家
族

時
か
ら
午
後
４
時
▼
内
容
稲
神
保
健
相
談
貝
が
相

▼
対
象
首
の
す
わ
り
が
遅
い
、
談
に
応
じ
ま
す
（
専
門
医
に
よ
る

歩
か
な
い
な
ど
発
達
の
遅
れ
が
心
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
）

乳
幼
児
発
達

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｅ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
８
Ⅱ
０
０
．
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｈ
Ⅱ
Ⅱ
Ｈ
０
■
■
■
■
■
■
■
０
■
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
ｑ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

療
育
相
談

ヤ

伊

心
の
健

夜間の急病のときは
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一

ら
し
が
わ
か
る
ア
ジ
ア
読
本
シ
リ

陸
い
と
ち
あ
び
ん
あ
お

’
ズ
＊
廃
都
（
画
平
凹
）
＊

モ
ン
ゴ
ル
ま
る
一
」
と
情
報
局
（
鍵

封
か
ひ
で
ろ
う

岡
秀
郎
）
＊
ベ
ト
ナ
ム
の
人

（
板
垣
真
理
子
）
＊
印
度
ミ
ッ

ド
ナ
イ
ト
・
ト
リ
ッ
パ
ー
（
山
下

吟
み
柚
実
）
＊
も
つ
と
知
ろ
う
ア
ジ

る
ぺ
い
ち
か
ん

ア
（
陸
培
春
）

今
回
は
、
ア
ジ
ア
に
目
を
向
け

た
本
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
書
名
（
著
者
）
＊
「
大
中
国
」

は
ど
う
な
る
＊
台
湾
・
香
港
Ｑ

＆
Ａ
１
０
０
＊
ビ
ル
マ
か
ら
の

手
紙
（
ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
）

ぱ
な
し

＊
韓
国
庶
民
生
活
苦
労
噺
＊
暮

’絵
本
を
読
ん
だ
り
、
楽
し
い
お

話
、
こ
わ
い
お
話
を
し
ま
す
。

４
歳
か
ら
９
歳
ま
で
の
チ
ビ
ッ

子
集
ま
れ
。

▼
日
程
①
３
月
６
日
末
）
：
．
市

民
会
館
第
４
会
議
室
②
３
月
週

日
・
諏
日
（
木
）
：
．
布
佐
分
館
お
は

な
し
の
へ
や
③
３
月
型
日
（
念

串
市
民
図
塞
館

醗
湖
北
台
分
館

韻
布
佐
分
館

態
移
動
図
書
館

婁
図
書
館

だ
よ
り

云
（
副
）
１
１
１
０

垂
（
印
）
３
０
５
５

壷
（
閉
）
１
３
１
１

垂
（
印
）
０
９
０
９

'1

岸I

’
三
一
ギ
ヤ
剤
、
岬
止

◎
湖
北
台
分
館

Ⅱ
水
彩
画
Ⅱ

▼
作
品
・
作
者
＊
静
寂
面
量

＊
水
門
（
８
号
）
＊
赤
い
屋
根

（
、
号
）
＊
う
ら
ら
（
６
号
）し
ろ

＊
残
照
（
、
号
）
…
い
ず
れ
も
城

た
に谷
誠
（
湖
北
台
）

◎
布
佐
分
館

Ⅱ
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
Ⅱ

今
回
は
、
皮
の
や
わ
ら
か
さ
と

色
の
変
化
を
楽
し
み
に
刻
印
工
具

を
使
っ
た
作
品
（
皮
の
い
た
ず
ら
）

．
：
バ
ー
バ
タ
イ
ム
（
湖
北
台
分
館
．

児
童
書
プ
ロ
Ｚ

圏
時
間
い
ず
れ
も
午
後
４
時
か

ら
４
時
釦
分

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ

そよかせ号(:":)3月の日程(蕊）
垂I亘 場所 ｜時間(午後）

湖北地区公民館1:20～1:50

中峠亀田谷公園2:10～2:40

柴崎台4号公園3:00～4:00

布佐南近隣センター2:00～2:40

新木児童公剛3:00～4:00

久寺家あけぼの公園2:00～2:45

束急ショッピングセンター裏|3:00~4:00

天王台東児童公園’2:00~2:50
浅野谷3号公園3:10～4:00

三洋電機社宅入口1:30～2:15

カクライ家具駐車場2:30～3:00

台田池尻公園3:20～4:00

根戸近隣センター2:00～2:40

束急ショッピングセンター製3:00～4:00

I
ステーション名

湖北

中峠

背山台

平和台

新木野

久寺家

つくし野

天王台東

天王台西

白山

並木

台田

|根戸
|つくし野

５
．
円

水

’

木 6

７
．
馴 消

防
署
で
は
、
１
人
法
の
心
肺

蘇
生
法
の
知
識
と
技
術
を
習
得
す

る
た
め
の
救
急
救
命
手
当
の
誰
習

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

金 し
救
急
救
命
講
習
会

４
点
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
作
者
＊
識
錬
美
代
子
＊
谷

あ
＆
こ

口
紀
久
子
＊
橋
本
暁
子
（
い
ず

れ
も
布
佐
在
住
の
方
）

圏
展
示
期
間
３
月
６
日
（
木
）
か

ら
４
月
１
日
（
火
）
ま
で

実技内容 講習時間指導項目

参
諭
謹
灘
》
競
麓
鍵

胆
・
邪

救急隊員による実技

指導

心肺蘇生法、ビデオ

その他

水 1人法の心肺蘇

生法

大出血の止血法

その他

辨
汚
田
計
》

三
カ
台
根
東

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

山
木
田
戸
野

3時間
13
⑤

27
木

|念’
脚
・
羽

※講習修了後、救命技能適正と認められた方には修了

証を交付します。
金

心
臓
や
呼
吸
が
停
止
し
た
患
者

の
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
人
工
呼
吸

を
実
際
に
行
う
こ
と
は
た
い
へ
ん

難
し
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
一

刻
を
あ
ら
そ
う
と
き
、
救
急
車
が

到
着
す
る
ま
で
の
間
（
空
白
の
時

間
）
に
、
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人

（
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
！
）
が
応
急
手

当
を
す
る
か
し
な
い
か
で
、
そ
の

人
の
生
死
を
分
け
る
大
き
な
〃
カ

ギ
″
に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
立
つ
救

急
救
命
法
を
、
皆
さ
ん
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
習
得
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
市
内
在
住
・
在
勤
者

▼
受
付
最
寄
り
の
消
防
署
で
毎

日
而
名
単
位
で
随
時
実
施
）

▼
受
講
料
無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
消
防
本
部
警
防
課
云
（
型
）
０

１
１
９
へ
↑

（篭字蔦曇懸鬘款2蕊離彗鰕騨:）
▼グループ生募集一覧 ↓ 捲繼

鉱翼X翼X翼X及

溌脅擢|”。’ 講師名｜“’,期間
受講料
月額
(定員）

申し込み方法
問い合わせ

内容 場所グループ名

卜

第1．3土曜日

午前10時

正午

普段着から礼

装まで（半巾
帯､名古屋帯、
袋帯）

往復ハガキで

布佐3276-9
a(89)1062

野寺美智子

1,500;円

(20名）
田口慶子着付 ▼

対
象
市
内
在
住
の
方
（
年
齢
．

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）

▼
定
員
各
講
座
と
も
加
名
（
先

着
順
）

平成9年

4月

平成10年
3月

、シルバー人材センター講座生募集

’
第2．4金剛日
午後1時

3時

往復ハガキて

中峠3048
壷(88)4149
笠松経子

中
次
ひ
を
ぜ
座
ん
講
さ
る
皆
べ
に
学
見
く
発
し
の
楽
分

、
｛
Ｈ
］
Ｈ

は
い
。

で
し
か

一
新
ん

夕
・
せ

ン
す
ま

セ
ま
み

材
し
て

人
設
し

ゃ
燗
一
覧

際
雲募▼

I’
埜礎英語

a

央

毎週木珊日

午前10時

正午

往復ハガキで

栄9-21
盃(84)62O4
須藤順子

､平成9年
4月

9月

婦人健康美容

体操

1,500円

(40名）
高橋美代子婦人体操

■

公 内 容 受講料講座名 期間 受講日 場所

第1・第3月暇日

午後1時30分～3時30分

水塁の基本から作品の蕊
打ちまで

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
磨
錨
年
齢

電
話
番
号
、
講
座
名
（
学
習
教
室

参
加
希
望
者
は
児
童
名
、
保
謹
者

’
毎週木踊日

午後1時

2時30分

往復ハガキて

高野山185-3
念(83)5075
東條なつ子

墨絵教室 月
額
１
５
０
０
円

’
全身を活性化

する呼吸法

1,500円

(40名）

丹田呼吸

健康法

民
椛谷みよ子

我
孫
子
第
一
小
学
校

第1･第3金暇日

午後1時30分～3時30分
諜道の初歩から書道教冒

４
月
か
ら
平
成
皿
年
３
月
ま
で
（
８
月
は
休
識
）

（
交
流
教
室
）

館申し込み
中央公民館
年中･･･3月7日（金）
午後1時
年長･･3月8日仕）
午前11時
11Iい合わせ犬壊礼
子念(84)7926

第1・第3水珊日

午後1時30分～3時30分
俳句の初歩から

（生涯の趣味として）
子供体操
*年長･･･平成
3年‘ljl～1m】

4年3月
＊年中…平成
‘1年4月～I剛
5年3月

俳句教室毎週水踊日

A1:00～2

B2:00～3

C3:00～4

1,500円

年長60名

年中45名

子供の体力づ

くり運動

00

OO

00

字都木元美 第1・第3木暇日

午後1時30分～3時30分

小物からベスト・セータ
ーまで

平成9年

4月

平成10年
3月

手編教曽

月
額
２
０
０
０
円

第1・第3月附日

午後1時30分～3時30分
趣味のアクセサリーや作品の
テザイン(基卿､ら応用まで）

木彫教室

’
第1．3火暇日

午前10時

正午

往復ハガキで

中峠3084-3
念(87)0808
美細津悦子

公湖 名
、
学
校
名
含
む
）
を
明
記
し
、

３
月
幻
日
（
金
）
ま
で
に
中
峠
２
６

０
７
（
社
）
、
ン
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
事
務
局
壷
（
鮨
）
２
２
０
０
へ

武者小路

小代子

1,500円

(20名） 民淵 水彩画

教室

第1・第3木暇日

午後1時30分～3時30分

いつでもどこでも気軽に絵

筆を持てる。自然に上達。
湖北蒲付

普段着から礼

装まで(半巾

帯､名古屋帯、

袋帯）

館区

第1・第3水11M日

午後1時30分～3時30分

和服蒲付全般（蒲物の知

識まで）

‐
着付教室 市民会館

’
布
佐
市
民
セ

ン
タ
ー
本
館

往復ハガキて

布佐2262
壷(89)2304
高橋八重子

第2．4木11m日

午前10時

正午 |鋼“”
1,500円

(20名）
布佐蒲付 第1･第3火珊日

午前9時50分～正午

スケッチなど韮本から油
絵のかけるまで

j|:手口ホール

（緑1丁目）’ 油絵教室
月額

3000円毎週水服日

午後5時～7時
算数･生活指導等個人の力を
伸ばす（吋泉小学校5年生）

渋谷ビル

(本町3丁目）I 学習教室(場所は都合により変更する場合があります）

輔
柱
ふ
め
ば
朝
日
の
光
り
け
り
宮
腰
多
加
雄

う
ぶ
着
ぬ
う
手
元
に
や
さ
し
冬
日
か
な
田
中
久
美

選
ラ
イ
タ
ー
の
炎
ほ
つ
ほ
つ
枯
木
立
和
田
正
邨

か
や

径
白
梅
や
茅
ぶ
き
屋
根
の
ど
っ
し
り
と
田
中
栄
太
郎

杲
筑
波
識
の
全
容
望
む
冬
野
か
な
有
馬
尚
二

も

一
胸
鶏
枯
る
る
も
の
枯
れ
に
し
ま
ま
に
草
萌
ゅ
る高
沢
千
代
子

一
＃

沼
に
背
を
向
け
掘
に
釣
る
寒
日
和
三
谷
和
夫

立
春
の
朝
に
咲
き
け
り
福
寿
草
大
崎
て
い

病
棟
の
窓
よ
り
見
ゆ
る
梅
椿
萩
谷
日
出
夫

座
が
い
ぶ
つ

一
。
限

笹
鳴
や
半
眼
澄
め
る
磨
崖
仏
泉
武
久
子

た
こ

一
す
に

初
春
の
凧
上
げ
は
し
る
土
手
の
上
高
橋
茂
子

一
で
作

一
一
１
カ
タ
ク
リ
の
紅
の
う
つ
向
く
山
明
り
小
林
光
江

一
ナ
人
課
…
…
：
。
：
・
・
・
：
。
．
：
：
：
：
。
：
：
。
：
．
…
…
．
．
…
：
：
．
…
…
・
…

一
一
１
聴
い

一
や
癖
鈍
働
堯
唾
輔
錘
勵
確
を
捨
て
が
た
く
部
屋
に
活
く
れ
ば

篠
田
ま
さ

一
拒
抄
跡
冬
枯
れ
の
沼
の
辺
に
立
つ
茂
吉
の
碑
訪
ふ
人
も
無
く

へ
し
』

》
今
電
凸一
郭
謝
姉
小
雪
ち
ら
つ
く
須
田
博

つ
ら
と

一
皆
泌
繩
全
天
に
雲
な
き
朝
を
白
鳥
よ
連
な
り
て
翔
く
う
か
ら

一
脆
幽
癖
そ
る
ひ
て
三
谷
和
夫

》
よ
月
我
「
暗
夜
行
路
」
響
か
れ
し
替
斉
の
濡
れ
縁
に
日
々
散

一
隷
悔
魂
先
策
の
わ
が
一
休
み
山
口
魁

一
文
綱
唯
嘩
熱
弁
を
ふ
る
へ
る
趣
の
輝
く
眼
布
教
の
道
を
と
き
て

帰
り
ぬ
笈
川
吉
郎

師
の
危
篤
聞
き
た
る
夜
は
ま
ん
じ
り
と
も
せ
ず
御
歌

選
集
ひ
も
と
き
て
見
る

公
手
孝
嗣

太
即
織
り
の
癖
垂
押
し
分
け
小
花
咲
く
節
分
草
が
風
に

寛
揺
れ
を
り

中
野
武

一
歌
本
ひ
と
か
た
に
向
き
つ
つ
羽
虫
の
蓑
り
て
夕
べ
の
空

一
短
山
に
音
な
く
飛
く
り

関
口
静
江

γ
み
か

桃
の
嘩
古
書
辮
が
出
で
ま
し
て
老
い
の
住
処
に
華
や

ぎ
添
ふ
る

小
林
直
江

敗
戦
後
少
年
わ
れ
の
賀
出
し
に
眺
め
し
山
の
姿
変
ら

ず
須
田
利
夫

一
④
③
愚
⑧
⑳
③
①
⑦
①

Ⅱ
誼
り
ま
す
Ⅱ

▼
有
料
で
＊
ピ
ア
ノ
〈
奥
田
壷

〈
乱
）
６
０
０
１
〉
＊
オ
ー
デ
ィ

オ
ラ
ッ
ク
〈
木
村
壷
（
理
）
１
３
２

州
壬
〉
▼
無
料
で
＊
ピ
ア
ノ
〈
今
村
壷

（
謎
）
７
０
６
８
〉

Ⅱ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ⅱ

▼
無
料
で
＊
剣
道
防
具
（
小
学

Ｆ
Ｔ

‘

生
低
学
年
用
）
一
式
〈
石
井
盆

（
”
）
６
２
２
８
〉
＊
ベ
ー
タ
用

ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
〈
大
江
壷
魂
）
９

６
８
１
〉
＊
ベ
ビ
ー
カ
ー
（
Ａ

ま
た
は
Ｂ
型
）
〈
五
十
嵐
電
（
配
）

８
３
９
８
〉

各
連
絡
先
へ
直
接
電
話
を

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
消

費
生
活
係
壷
（
妬
）
１
１
１
１

ー－

お
は
な
し
会

ひ
６

ろ

脚
獅

め

市

民
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現
在
使
用
し
て
い
る
国
民
健
康

保
険
（
国
保
）
の
被
保
険
者
証
は
、

３
月
瓢
日
（
月
）
で
有
効
期
間
が
満

了
し
ま
す
。
新
し
い
被
保
険
者
証

二
股
被
保
険
者
用
が
ク
リ
ー
ム

▼異動があった場合の手続き
ふ
る
さ
と
我
孫
子
の
賑
わ
い
づ

く
り
・
街
づ
く
り
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
ま
た
、
手
賀
沼
の
水
寅
浄
化

へ
の
意
識
を
商
め
る
た
め
、
第
３

回
「
手
賀
沼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

を
開
催
し
ま
す
。

高
校
生
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た

で
も
出
店
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
、
皆
ざ
ん
身
の
回
り
の
不

用
品
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
ご
家
族
や
友
だ
ち
同
士
で
、

ぜ
ひ
出
店
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
を
更
新
し
ま
す

第S回

マーケツ

手賀沼フリー
るもの持参すこんなとき

ili内に蟻入してきたとき 印鑑
／~、

ﾄ出店者募集 印鑑､職場の他ﾙ辨険をや
めた証W播

国
保
に
は
い
る
と
き

職場の他N(保険をやめたとき

国
民
健
康
保
険

印鑑、彼保険箭証､世術主
の預金m"

子どもが』kまれたとき

ご家族や友だち同士でぜひ出店を 生活保遡を受けなくなったと
き

印鑑､生活保瞳廃止決定通

知番
U

外国人が加入するとき 外側人登録証Iﾘlil} 色
、
退
峨
被
保
険
者
用
が
あ
さ
ぎ

色
）
は
、
世
帯
主
あ
て
に
、
３
月
中

旬
に
郵
送
し
ま
す
。

◎
保
険
証
記
載
事
項
の
確
認
を

被
保
険
者
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、

▼
日
時
５
月
お
日
（
且
午
前
、

時
か
ら
午
後
３
時
（
雨
天
の
場
合

は
６
月
１
日
に
延
期
）

▼
場
所
手
寅
沼
公
園
多
目
的
広

場▼
募
集
数
先
着
２
５
０
店

▼
出
店
料
１
区
画
（
２
．
５
ｍ

×
２
．
５
ｍ
）
２
７
０
０
円

※
申
し
込
む
際
に
、
郵
便
貯
金

（
振
込
口
座
番
号
１
０
５
９
０
１

３
８
９
５
９
４
６
１
、
口
座
名
手

賀
沼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
委

員
会
）
へ
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い

▼
販
売
で
き
る
品
物

①
家
庭
内
の
不
用
品
、
手
作
り
品

②
業
務
上
の
不
用
品

③
生
産
者
に
よ
る
野
菜
、
果
物

※
医
療
品
、
法
律
に
違
反
す
る
品

物
お
よ
び
③
以
外
の
方
に
よ
る

飲
食
品
の
販
売
は
禁
止

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

主
な
販
売
品
目
を
明
記
し
、
湖
北

台
８
の
超
の
４
第
一
今
井
ビ
ル
２

０
３
号
手
賀
沼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
実
行
委
員
会
壷
（
理
９
０
１
４

へ

1

ili外へ転出するとき 印鑑、被保険稀証 0

職場の他卿吊険に入ったとき
国
保
を
や
め
る
と
き

印鑑、国保の彼保険淵証と
職場の彼保険若証職場の”覗険の股扶溌新に

なったとき

印鑑、彼保険滞証､雛祭を
行った方の蘭金遡張

死亡したとき

生協鼎謹を受けるようになっ
たとき

印鑑被保険譜証、生甜侃
"1M始決芯､知啓

３
月
１
日
王
）
か
ら
７
日
（
金
）

ま
で
は
、
建
築
物
防
災
週
間
で
す
。

毎
年
、
地
震
や
が
け
崩
れ
な
ど

の
災
害
に
よ
り
、
建
築
物
の
被
害

は
も
と
よ
り
、
多
く
の
尊
い
人
命

が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
被
害
は
記
憾
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
千
葉
県
で
も

昭
和
錘
年
の
東
方
沖
地
震
で
多
く

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
塀
が
倒
れ
、

尊
い
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

倒
れ
た
塀
の
多
く
が
基
準
に
合

、
ｆ
を
§
；
ｆ
ｆ
４
ｆ
§
ｆ
ｆ
ｆ
４

や
‐
‐
】

やみ

Ｊ
一
一

住
所
や
氏
名
な
ど
、
記
城
事
項
に

誤
り
や
記
入
漏
れ
が
な
い
か
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
は
３
月
か

ら
使
用
で
き
ま
す
の
で
、
確
認
が

鋤職稀証､外国人職緬
明排

:国､到色画ゆ幸､餌俸…aHb弔問

外国人が国保をやめるとき

３
月
１
日
（
土
）
か
ら
７
日
（
金
）
ま
で

建
築
物
防
災
週
間

出|注・氏名がかわったとき
ili内で転居したとき茄吏講演会

わこく

『震国の飴きり」

[I)艦、彼保険満証

⑳修学などで他市町村に届他
するとき({眠粟を移す場合）

印鑑、被保険者証､在学証
IﾘI誰転出届

、ーノ
そ ⑦の方が親もとに帰ってきた
とき

印鑑､世帯の彼保険淵証と
③の彼保険者証､転入届

＝日本国家の起源＝ ③長期旅行などで出'ifとは別
の彼保険瀞班がほしいとき

印鑑、被保険稀証

の

③の被{繊稀証を返週すると
き

印鑑､世術の彼保険粉証と
③の被保険鋪f

で
解
決
し
て
い
く
物
語
。
「
生
命

ｂ
７
日
（
金
）
ま
で

の
大
切
さ
」
、
「
人
間
が
人
間
と

遜
火
週
間
誌
蕊
っ
騨
謹
皿

わ
な
い
施
工
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
で
す
。

被
害
を
大
き
く
し
た
原
因
で
す
。
ご
家
族
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

基
準
を
守
ら
ず
に
造
ら
れ
た
塀
▼
日
時
。
場
所
３
月
８
日
主
）

は
地
震
の
際
に
倒
壊
の
恐
れ
が
第
１
回
…
午
前
、
時
釦
分
か
ら
ｕ

あ
り
、
人
命
を
も
奪
う
ば
か
り
か
時
蝿
分
、
第
２
回
・
・
午
後
１
時
訓

道
路
を
ふ
さ
ぎ
、
避
難
や
救
助
、
消
分
か
ら
２
時
銅
分
、
市
民
会
館

火
活
動
の
妨
げ
に
も
な
り
ま
す
。
▼
入
場
料
７
０
０
円
（
４
歳
児

塀
は
正
し
く
造
ら
な
い
と
危
険
以
上
）

で
す
。
正
し
く
造
ら
れ
て
い
な
い
※
４
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
に
は
、

塀
は
補
強
す
る
な
ど
安
全
性
を
高
保
育
室
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

め
危
険
な
塀
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。
▼
問
い
合
わ
せ
加
藤
壷
（
理
１

▼
問
い
合
わ
せ
建
築
指
導
課
７
８
１
（
午
後
７
時
か
ら
９
時
）

寺
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
等
ｆ
ｆ
ｆ
＃
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
§
§
ｆ
ｆ
ｆ
§
ｆ
§
＃
ｆ
域

「
鑿
」
倭
人
房
霊
に
ょ
窪
２
時
市
慧
館
鉾

華
垂
鎌
畔
跡
舞
罪
儲
誰
率
生
睡
蓉
蓉
鐸
識
教
認
嶋
毒
藩
堯
稗
》
罐
》

の
都
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ん
委
員
）
やや

「
倭
国
」
は
、
い
つ
で
き
た
の
▼
定
員
先
着
１
２
０
名
》

か
、
文
献
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
▼
参
加
費
無
料
幸や

古
代
の
日
本
に
つ
い
て
探
り
ま
す
。
▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
》

ぜ
ひ
一
｝
参
加
く
だ
さ
い
。
市
史
編
さ
ん
室
霊
（
理
１
１
５
》幸

▼
日
時
。
場
所
３
月
９
日
（
日
）
１

催

済
み
ま
し
た
ら
、
古
い
被
保
険
者

証
を
国
保
年
金
課
ま
た
は
各
支

所
・
行
政
連
絡
所
の
被
保
険
者
証

回
収
箱
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯

に
は
、
被
保
険
者
証
の
か
わ
り
に

「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

更
新
に
つ
い
て
」
と
い
う
ハ
ガ
キ

を
郵
送
し
ま
す
。
ハ
ガ
キ
が
届
き

ま
し
た
ら
内
容
を
よ
く
読
み
、
必

印鑑、本人を証Iﾘ!するもの
（巡転免許証など）

被保険耕証を無くしたとき
他

印監、年金証瞥、股保険者
証

退職者医獺M1度に該当したと
童

退職者医擬制度に該当しなく
なったとき

印鑑、被保険希証

◎災鋤があったときは．必ず1‘11:I以内に子続きをしてくだきい。
◎手焼きの窓口

＊転出・転入、住所等の変更･･･圃保年金郷、各支所
＊保険狂の再発行、外国人の加入・脱退…国保年金課
※国保にはいる柵合、すでに何一世桁で国保の被保険柵証を縛って
も､る嶋合は、必ず彼保険折証をお持ちください画

ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
３
月
詔
日
（
金
）
ま
で
に

被
保
険
者
証
や
ハ
ガ
キ
が
届
か
な

い
場
合
は
《
国
保
年
金
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
異
動
が
あ
っ
た
ら
申
請
を

②
妾
哩
王
表
参
歴
の
被
保

険
者
証
の
更
新
や
、
家
族
の
被
保

険
者
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

必
ず
申
請
を
し
て
く
だ
き
い
。

※
詳
し
く
は
国
保
年
金
課
給
付
係
、

保
険
税
係
云
（
題
１
１
１
１
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

映
画
「
五
等
に
な
り
た
い
」
は
、

足
の
不
自
由
な
女
の
子
が
、
真
正

面
か
ら
「
い
じ
め
」
に
取
り
組
ん

‘

少

、

謎

／
－q■■－－－－－

▼表1

一一ー一一一一寸■■一一一一一一■■■一一一一■■､ー一一一一一■■■一一一一一一ー一一一■■■ーq■■ーー一一一』■■一1■■。■■一一一一一一‐一一一一一.■■一一一■■■一一一一一一■■■一一一一一可一一一4－－－－口－1－－－1D,一一一一一一一日－－

臨時福祉特別給付金対象者

潤覺秘の弓l壱上げなど侶惇い
囿鴎福祉蒋別鎗付窒壱室値し患す

種類・金額 対象となる方

平成9年2月1日（基準日）における、本年2月分の次の年金や手当
の受給査格者。

①老齢福祉年金②障害基礎年金のうち旧障害福祉年金に相当するもの
<年金証書の年金コード種別（先頭2けた）が「63」「26」の方＞
③遡族基礎年金のうち旧母子・準母子福祉年金に相当するもの<年金証
書の年金コード種別（先頭2けた）が、「27」「28」の方＞④児童扶
養手当⑤特別児童扶菱手当⑥特別障害者手当⑦障害児福祉手当
⑧福祉手当（経過措置分）⑨原爆被爆者諸手当（医療特別手当、特別
手当健康管理手当、保健手当）

※⑤の特別児童扶養手当は、制度上の受給者は親または菱育者ですが、
今回の給付金は障害児本人が支給対象となります。

※基準日に生活保謹を受けている方や社会福祉施設に入所されている方
などは、別途同様の措置がとられますので対象外となります。

＝申請は3月25日(火)までに＝
福祉給付金

（1万円）
国
で
は
、
今
年
４
月
に
予
定
さ

れ
て
い
る
消
没
税
率
の
引
き
上
げ

や
地
方
消
費
税
の
導
入
に
伴
い
、

い
わ
ゆ
る
社
会
的
弱
者
の
皆
さ
ん

な
ど
を
対
象
に
、
臨
時
福
祉
特
別

給
付
金
（
福
祉
給
付
金
、
介
謹
福

祉
金
、
特
別
給
付
金
）
を
支
給
し

ま
す
。支
給
対
象
者
は
表
１
の
と
お
り

で
す
が
、
年
金
や
手
当
の
受
給
条

件
、
年
齢
や
所
得
な
ど
の
制
限
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
き

い
◎

な
お
、
申
請
書
が
送
付
さ
れ
て

い
な
い
場
合
に
は
、
各
担
当
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
書
の
受
け
付
け
は
、
表
２

の
日
程
で
行
い
ま
す
。

該
当
３
月
西
日
ま
で
に
申
請
を

所
得
の

支
給
対
象
者
に
は
年
齢
や

制
限
が
あ
り
ま
す

ド
ー

ノ

さ
れ
る
方
は

＊
１
１
ｔ

基準日に、生活保謹を受けている方、平成8年度分の市民税非課税ま

たは均等割のみ納付している方（ご本人が他の方の控除対象配偶者また
は扶養親族となっている場合は、扶養している方が非課税または均等割
のみ納付している場合に限る）で、次のいずれかに該当する方。
①基準日に、平成8年8月1日以前から寝たきりまたは痴呆などの状態
にあるため、常時介謹を必要とする65歳以上の方（昭和7年2月1日以
前に生まれた方）②本年2月分の特別障害者手当、障害児福祉手当ま
たは福祉手当（経過措撒分）の受給資格者
※基準日に、病院、診療所または老人保健施設に平成8年10月31日以前
から継続して入院または入所している方や、特別菱謹老人ホームなど
の社会福祉施設に入所している方（菱謹委託を含む）は対象外となり
ます。

※介識福祉金は、在宅介護への支援を目的として支給されているため、
同一の方が福祉給付金や特別給付金の支給要件に該当する場合は、重
複して給付金が支給されます。

申請受付場所▼表2
該
当
す
る
方
は
、
３
月
謁
日

（
火
）
ま
で
に
申
諮
謹
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
各
担
当
課
で
の
受
け
付

け
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

市
民
会
館
な
ど
、
お
近
く
の
会
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
平
成
８
年
１
月
２
日
以
降
に
我

墹所

市民会館第6会議室

湖北地区公民館

係他センター

布佐市民センター本館

月 日
一

6日(木）

受付時間

3月5日(水）

3月11日(火）

3月12日(水）

3月14日(金）

介護福祉金

（3万円） 午前9時30分から午後4時まて
E

3月5日(水)から25日（火）
まで

市役所の各担当課 午前9時から午後4時30分まで
奈

良

▼表3申請受け付けと問い合わせ先 孫
子
市
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
前

住
所
地
の
市
区
町
村
役
場
が
発
行

す
る
、
平
成
８
年
度
「
市
・
県
民

税
納
税
証
明
沓
」
、
ま
た
は
「
非

課
税
証
明
書
」
の
添
付
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
各
担
当
課
（
表

３
参
照
）
へ

対象となる方 ｜申瀦･問い合わせ先
|o老齢福祉年金‘障害編祉年金.悩族基礎年金受給瀞|国保年金課年金係

I’
基準日に、65歳以上の方で、平成8年度分の個人の市民税が非課税の

方（ご本人が他の方の控除対象配偶者または扶養親族となっている場合

は、扶養している方が非課税である場合に限る)。
※生活保識を受けている方などは、福祉給付金と同じく別途同様の措置
が取られますので対象外となります。

※同一の方が福祉給付金の支給要件に該当する場合は、特別給付金は支
給されません。

O児童扶養手当受給者

o特別児童扶誰手当・特別隙普脅手当．|蹴害児桶祉手
当．福祉手当受給者

065歳以上の低所得者.渡たきり．痴呆等の状態にある方

特別給付金

(1万円）

’’
’
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|学校週5日制関連行事’

’
戸曰時3月16日(日)受付…午前

g時30分

し場所湖北台中央公園（雨天の

場合は中止）

し種目男・女個人戦

倖資格市内在住、在学（高校生

以上）、在勤者

戸参加費1人500円(当日徴収）

し持参ゴルフクラブ(PW-･tg

ッチングウェッジ）

し申し込み・問い合わせハガキ

または申し込み用紙（体育課・市

民体育館に用意）に住所、氏名、

年齢、性別、電話番号を明記し、

3月7日（金・必着）までに我孫

子1684教育委員会体育課云(85)11

51へ

学校週5日制関連行事

画中央公民館

◎卓球をして良い汗をかこう

し日時3月8日(土)午前9時30

分から11時30分（参加費無料）

腰持参ラケット(持っている方)、

タオル、上履き

し問い合わせ中央公民館狂(82）

0515

画湖北地区公民館

◎子どもクッキング（コロッケを

手作りしよう）

陽日時3月8日(土)午前9時15

分受付、午前9時30分から正午

伊対象小学生以上の方

し定員先着25名

腰参加費500円(材料代含む）

し持参ｴブﾛﾝ､三角飴､ふき
ん台ふきん各1枚、タッパー

レ申し込み・問い合わせ電話で

湖北地区公民館盆(88)4433へ

。楽しく遊ぼう

し日時3月8日(土)午前9時30

分から11時30分（参加費無料）

鯵内容①折り紙（折り紙、ハサ

ミ、のり持参）②おはなし会、語

り③ベーゴマ④将棋、オセロ

レ問い合わせ湖北地区公民館

画手賀沼親水広場「水の館」

。「アミー」の早春コンサート

し日時3月8日(土)午前10時30

分から正午

し出演弦楽アンサンブル「泉」

傍曲目「翼をください」ほか

し対象・定員子どもおよび一般

200名

し参加費無料
<わた

し問い合わせ桑田壷(84)7758

’’
伝曰時3月23日(日)から毎週日

曜日午前9時30分から11時30分、

全5回（雨天の場合は、次週の日

曜日に延期）

し場所湖北台中央公園内コート

し対象・定員市内在住で高校生

以上の初心者、50名（だだし、応

募壱多数の場合は抽選）

し参加費2000円

し申し込み3月16日(日)午前,0

時から10時30分まで、湖北台中央

公園内コートで受付
ばん

少問い合わせ伴云(83)5370

3

I

、
Ｉ
か

l

I

l ’

’’
シ曰時・場所3月13日(木)午後

1時30分から3時30分、市民会館

し定員先着30名

し参加費無料

限申し込み・問い合わせ電話で

市民生活課電(85)1111内線329

’
匡曰時3月9日(日)午前10時か

ら午後3時

し場所湖北地区公民館

臓席主表干家…篭白崇崩､裏干
そうIエう

家・･星野宗汚

し席料2席で1000円

※茶道連盟では、月釜の席主を募

集しています。

シ問い合わせ小野壷(82)6161

ヨ

~

ム

識
貼恐

鴇’’
シ日時3月15日(土)から19日

(水)午前10時から午後5時

惨場所市民プラザ（入場無料）
把さかく

し問い合わせ越阪部盃(82)8525

夛百歴雪蕃戻三テ[ﾉﾎﾝｻｰピｽ”市民体育館休館
画休日叙急歯科診擬日=休日救急歯科謬緬(市民会館内)9:00~11:30
画結婚相談＝社会福祉協読会10:00～14:00〃家庭の日｜

’

－

市議会定例会を開催

平成9年第1回市議会定例

会は、3月4日(火)に開会さ

れ為一般質問は3月10日（月）

から12日(水)までの3日間を

予定しています。

本会議は、どなたでも自由

に傍聴できます。

詳しくは、議会事務局盆

(85)1111内線242へお問い合

わせください。

すこやかちやん募集
シ対象平成8年中に生まれた多数の場合は抽選とし、既に掲

赤ちゃん載されだ兄姉のご家庭を除く）

医応募方法ハガキ（1人1枚シ注意掲載する場合は、あら

|こ限る）に住所
ふ叩がな

ちゃんの名前、

、保護者名、赤かじめ係から電話で連絡をし、

生年月日､性別、お伺いします。

電話番号を明記し、3月10日※昨年、応募された方のうち、

(月・消印有効）までに我孫子掲載でき極かつた保護者の皆さ

1858広報広聴課広報係査(85)11んには、お詫びいだします。

11内線210へ（だだし、応募者し問い合わせ広報広聴課

す
ー

》
や
が
ち
ゃ
ん

我孫子太極拳ｸﾗブ会員みんなで語ろうボランティア
講演会｢ボランティアって何?」

市民ターゲット
バードゴルフ大会

移動暴力相談所を開設

不動産無料相談会
根戸少年剣友会会員

我孫子市手工芸連盟グﾙー ﾌ゚ 展
｢グループ虹」七宝展

硬式ﾃﾆｽ初心者講習会
■ おひさま保育室ありんこ組

入会説明会時事問題を語る
「時の話題」会員

臨時技能員
日曜当番医｡1週間の行事

ﾃﾚﾎﾝｻービｽa(85)1'31』

Ze
画．日曜当番屋＝テレホンサービス

〃休日救急歯科診展日=休日救急歯科診尉玩而民会館内)9:00~11:30
．結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00

ろ月

斗火

5水

⑰木

7金

8土

⑪⑧

10月

11火

12水

1冠木

M金

〃日曜当番医＝テレホンサービス

画休日劇慮歯科診畷日=怖日叙急歯科診勵所(市民会館内)9:冊~11:30

画交通事故相談＝市民相談室10:00～15:00
画心配ごと相談＝保健センター9:00～15:00
画市民会館・市民図書館．鳥の博物館休館
重つつじ荘・西部福祉センター休館

画法律相談＝市民相談室9:30～15?30(予約制）
虚つつじ荘・西部福祉センター休館

‘室健康相談＝西部福祉センター10:00～11:30

画不動産相談＝市民相談室10:00～15:00
‘壷アルコール家族教室＝保健センター13:30～15?00
〃健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

15土

16⑧

画外国人相談＝市民プラザ13;30～15:30
【蚕市役所閉庁(一部の施設は除く）
童少年の日

あびこ子ども劇場公演
｢アブlノヵの画三1ンサートJ
B・巳一モフランaビタシカ

第6回子供英語受講生 ､■

｡
●
且

消 愛生活露座

｢お金の上手な貯め方.満かし方』
手賀の丘ふるさとまつり
rあそびチャンピオン大会」

茶道連盟月釜

|TS気功武道サー例し会員
おもしろワンダーランド
｢エンジョイ/ウィークエンド」

我孫子市美術家協会
グループ展｢ぶなの木会展」


